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置
卵
輪
出
に
劃
ナ
る
思
想

日完--一-回

JE 

輩
種
輸
出
に
劃
す
る
思
想

本

庄

祭

治

郎

幕
末
に
誌
種
輸
出
の
行
は
れ
た
こ
と
は
就
に
本
誌
前
説
に
於

て
述
べ
た
底
で
あ
り
、
そ
れ
は
始
め
の
制
限
主
義
よ
り
、
後
の

白
山
賀
民
許
可
に
迄
改
展
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
己
の
聞
に
於

て
首
局
者
は
、
そ
の
輸
出
を
如
何
に
見
て
居
た
で
あ
ら
う
か
。

と
り
射
に
つ
い
て
は
前
述
の
論
稿
に
於
て
多
少
倒
れ
た
揚
合
も

あ
る
が
、
十
敢
に
之
を
取
組
め
て
検
討
し
た
い
と
息
ム
。

さ
て
そ
の
思
想
は
大
別
す
れ
ば
、
輪
出
を
抑
制
せ
ん
と
す
る

も
白
と
倫
出
ず
る
も
亦
可
左
り
と
す
る
意
見
と
に
分
れ
る
が
、

モ
の
問
者
に
於
て
種
々
の
論
他
国
が
あ
る
か
ら
、
更
に
之
を
細
別

• 、
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
五
十
一
巻

第
六
雄

九
宜

O 
F又

先
づ
輸
出
を
制
摩
せ
ん
と
す
る
思
想
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

二
種
の
論
擦
が
品
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

(4)
生
糸
織
物
の
根
一
花
な
る
を
以
て
輸
出
を
非
と
す
る
誠

繭
蛍
卵
は
生
糸
織
物
白
根
γ

ん
で
あ
る
か
ら
、
之
を
輸
出
す
る
と

と
は
見
合
は
せ
た
い
。
然
し
保
約
上
輸
出
を
祭
制
し
て
居
な
い

か
ら
成
る
ぺ
く
輸
出
を
抑
へ
た
い
と
い
ふ
考
は
話
時
一
般
的
の

も
の
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
丈
久
一
五
年
十
一
月
四
円
前
仰
阜
市
川
恭
行

と
仰
同
領
事
と
白
針
話
番
に
『
多
分
に
輸
出
致
し
候
C

は
産
生

の
源
も
隷
き
候
儀
に
付
、
多
分
に
仕
込
候
注
も
輸
出
は
見
合
申

度
、
見
本
位
の
儀
は
格
別
』
云
々
と
い
び
、
文
久
二
年
の
外
国

来
行
等
の
意
見
陀
も
『
一
悌
繭
獄
卵
之
儀
は
州
締
結
之
一
花
穫
に
て

御
悶
則
必
須
之
品
に
候
故
多
分
輪
山
川
相
成
候
て
は
同
然
捌
底
に

相
成
諸
問
問
織
本
は
勿
論
、
量
一
峨
方
之
者
俄
に
生
地
百
取
北
人
ひ
難
航

可
仕
は
必
然
之
勢
に
右
之
』
と
い
ひ
、
同
年
七
月
来
怖
公
使
へ

致
せ
Z
問
答
書
の
中
忙
も
「
姦
商
白
利
を
射
る
も
の
他
の
民
主

生
業
に
脊
あ
る
を
も
刷
み
や
、
そ
の
聞
に
立
入
り
て
北
H

ぐ
芸
誌

の
家
に
扱
求
し
一
時
忙
彩
敷
輸
出
せ
し
め
し
か
ば
、
総
紡
職
活

イ朝両ホルレツト輪出質卵抑留及横演紡績場}日繭購買一件
費卵繭糸輪出に闘ナる件2) 



を
業
と
せ
る
も
の
忽
ち
に
そ
の
物
本
を
夫
ひ
、
殆
ん
ど
飢
川
仰
に

治
よ
ぶ
も
の
か
ら
、
自
然
そ
の
て
作
す
る
所
も
捗
取
ち
ゃ
し
て

給
絹
之
依
(
骨
一
騰
川
に
台
よ
ぴ
、
闘
中
人
民
の
難
儀
に
告
よ
ぴ
、

そ
り
弊
害
、
歳
の
昇
級
に
ひ
ー
と
し
〈
』
一
石
々
と
述
べ
て
ゐ
る
。
此

等
と
同
趣
意
の
丈
一
言
は
共
後
も
日
比
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
底
で
あ
る

が
、
要
す
る
に
繭
詑
卵
択
は
生
糸
織
物
の
廿
唱
で
慌
に
輸
出
す
る

と
き
は
斯
業
成
立
た
ざ
る
に
主
る
か
ら
、
岡
内
有
徐
の
分
の
み

を
輪
出
せ
ん
と
す
る
考
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
版
料
の
輪
山
を
非
と
す
る
誠

更
に
丈
久
二
年
十
一

月
一
川
奈
川
奉
行
上
り
『
繭
D
健
に
で
千
挫
陀
輪
出
致
し
候
様
相

-
成
笠
間
は
央
山
肌
糸
銅
山
に
差
宮
山
は
申
迄
も
無
之
義
に

H
U
一
三

と
い
ひ
、
慶
応
一
冗
年
六
月
議
種
自
向
賢
民
主
評
議
せ
る
際
の
助

定
奉
行
同
吟
味
役
の
意
見
書
中
に
「
生
糸
之
一
花
に
有
之
候
繭
種

祇
等
商
資
口
刊
に
相
成
候
程
に
而
は
、
紙
の
一
-
ん
た
る
橋
=
-
極
、
油

の
元
た
る
菜
様
、
又
は
珪
王
紅
花
の
類
迄
無
論
商
貰
ロ
聞
に
相
成
、

後
来
御
閣
に
沿
ゐ
て
何
様
之
御
差
支
、
何
様
之
御
不
益
可
相
成

は
推
計
、
何
と
も
不
都
合
之
次
第
に
有
之
副
云
々
?
と
い
へ
る
と

4・、

と
は
別
に
具
と
す
る
に
足
ら
ぬ
様
で
あ
る
が
、
更
に
上
〈
考
ふ

蜜
卵
輪
出
に
封
ず
る
思
想

れ
ば
‘
品
川
・
紙
モ
の
他
の
原
料
品
た
る
繭
・
賞
卯
紙
・
橋
そ
の
他

私書r
含
め原
る料
も σ〉
のま
とふ

い I布市
3、 十日
ペナ
〈る
、己

と
L土
不
占百
三〉、
日

貫工
り
と
σ〉

君
。ド

を

か
i
A

る
意
味
忙
解
す
る
な
ら

ば
、
躍
に
生
糸
織
物
の
根
元
た
り
と
ナ
る
考
」
り
も
一
歩
進
ん

だ
考
で
あ
る
と
主
は
い
ふ
抱
一
も
友
い
。
然
し
な
が
ら
一
般
に
貿

日
出
白
佐
賀
忙
着
服
し
て
、
原
料
は
崎
山
せ
す
、
之
に
加
工
し
製

品
と
在
し
た
る
後
檎
出
す
ぺ
き
も
の
な
り
と
し
、
的
繭
箆
卵
紙

は
生
糸
と
注
し
或
は
織
物
と
注
し
た
る
後
に
非
れ
ば
、
輸
出
す

ぺ
き
も
の
に
非
や
と
す
る
と
と
ろ
ま
で
に
は
常
時
の
思
恕
は
進

ん
で
居
な
か
っ
た
も
の
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。
殊
に
外
岡
奉

行
等
が
文
久
二
年
一
月
の
評
議
古
田
中
に
繭
を
輪
出
し
て
も
『
殊

に
生
糸
に
製
し
候
ロ
聞
と
は
債
の
高
低
有
之
候
迄
の
儀
に
付
、
北
ハ

筋
取
締
相
江
候
は
ピ
強
て
差
障
り
等
有
之
間
敷
候
得
共
」
云
々

と
い
へ
る
如
き
は
、
原
料
品
と
製
品
と
に
よ
っ
て
貿
易
上
の
意

義
主
異
に
す
る
と
と
を
知
ら
ざ
る
一
設
と
す
る
E
と
が
出
来

る。
輪
出
を
認
め
ん
と
す
る
論
燥
に
も
種
々
な
る
も
の
が
あ
る
。

第
五
十
一
巻

九
王

帯
プて
競

O 
九
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蜜
卵
融
問
に
封
ず
る
思
恐

へ
4
)
僚
約
を
栢
と
す
る
形
式
論

保
約
に
は
繭
謹
卵
紙
の

輪
同
禁
止
を
明
記
せ
ざ
る
を
以
て
輸
出
を
禁
や
る
を
得
や
と
す

る
設
は
屡
設
か
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
り
、
外
岡
奉
行
D
評
議
蓄
に

は
か

L
る
議
論
が
少
〈
な
か
っ
た
。
か
i
A

る
僚
約
の
丈
聞
に
よ

る
形
式
論
を
と
る
に
し
て
も
、
日
本
の
賀
川
肌
と
し
て
は
繭
・
議

卵
紙
を
多
〈
輸
出
し
て
は
図
内
産
業
に
影
響
を
興
ふ
る
故
、
成

る
べ
〈
之
が
輸
出
主
制
膝
せ
ん
と
す
る
説
が
相
官
強
か
っ
た
乙

と
は
前
述
。
所
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

己
目
試
は
、
貨
物
は
そ
の
賢
一
行
が
よ
〈
な

(
回
)
増
す
開
設

れ
ば
自
然
増
産
せ
ら
る
L
も
の
で
め
る
か
ら
、
資
卵
紙
の
場
合

に
於
て
も
同
誌
産
額
増
加
す
べ
ぐ
、
関
内
廃
業
の
莞
障
り
と
な

る
と
と
な
か
る
べ
し
と
白
見
方
で
あ
る
。
文
久
元
年
十
一
月
外

悶
奉
行
上
申
書
の
中
に
『
捌
方
宜
敷
相
成
候
得
ぽ
自
然
殖
加
可

， 、

致
も
の
に
付
、
強
て
御
差
障
む
の
儀
も
川
唯
一
之
哉
奉
存
候
問
、
輪

出
不
背
旨
平
々
榊
奈
川
奉
行
へ
被
仰
波
候
方
と
奉
存
候
]
と
あ

り
、
一
脚
内
相
川
奉
行
も
繭
・
讃
卵
紙
・
生
来
と
も
「
迫
々
産
出
方

増
殖
致
し
候
得
ば
敢
て
差
支
は
有
之
間
敷
義
と
奉
存
供
一
戸
と
し

て
ゐ
る
(
文
久
一
年
七
月
)
の
か
l
A

る
考
は
己
の
後
も
屈
を
説
か
れ

第
五
十
一
巻

第
六
税

九
五
回

。

で
ゐ
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
獄
卯
紙
の
増
産
方
に
つ
い
て
は
糸

繭
と
種
繭
と
の
・
二
種
が
あ
っ
て
、
輔
副
掬
紙
の
増
加
を
目
的
と
す

る
揚
合
は
自
ら
多
数
の
種
紙
を
生
ぜ
し
む
る
方
法
あ
り
と
し
て

突
の
如
〈
遁
ペ
て
ゐ
る
。
印
ち
「
讃
卯
之
儀
は
生
糸
白
根
元
に

は
候
得
と
も
繭
之
仕
立
方
に
糸
繭
碑
繭
之
二
口
問
有
之
、
種
繭
に

仕
立
候
分
は
鴛
蝶
之
勢
強
〈
控
卵
十
分
に
産
出
い
た
し
候
儀
の

み
を
主
と
い
た
し
飼
養
ひ
候
得
ぽ
、
珊
の
種
に
て
多
数
の
卵
紙

出
来
、
共
上
川
県
本
法
も
、
生
来
に
は
不
相
成
候
得
ど
も
、
田
区
綿

紬
・
太
織
等
を
製
し
、
不
刑
に
は
不
相
成
、
卯
続
何
程
貿
易
口
問

之に
b.o，1f:l 
云】J 成

々 候
竺?共

白昼決
元 而
年生
八一三4

!!. 毒
装 t-!~
川之こ
車整
行響
土ー に

中は

と 不
。，，~

成
趣
に

も
有

な
ほ
由
民
底
活
年
六
月
の
神
奈
川
奉
行
上
申
書
中
に
は
、
開
港

以
来
銭
種
の
輪
開
英
大
た
る
も
「
御
閣
用
之
織
物
等
依
乏
日
用

品
売
支
候
と
の
儀
、
是
迄
承
知
も
不
仕
』
た

u
債
格
騰
貴
し
た
る

の
み
で
、
殊
に
『
甲
信
奥
羽
野
州
等
僻
士
之
貧
民
右
生
糸
D
た

め
澗
津
仕
、
一
手
時
之
官
を
有
し
供
者
不
少
哉
の
巾
』
と
い
仏
、

准
ん
で
穐
繭
・
付
加
繭
の
雨
稽
あ
る
と
と
を
設
き
「
僅
白
質
煤
に

て
無
量
之
卵
紙
川
来
、
更
に
手
数
も
不
相
掛
凶
に
初
、
外
国
h

同 k
霊童卵繭糸輪聞に閥ナ.j'f 
産卵肱賓制規一件
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輸
出
等
柳
客
諸
可
仕
口
聞
に
者
無
之
哉
』
と
説
い
て
ゐ
る
。

(
ハ
)
生
糸
輸
出
品
開
制
説

と
の
設
は
議
卯
艇
の
輪
出
に
よ

っ
て
生
来
の
輸
出
彰
一
抑
制
し
得
べ
し
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
例

へ
ぽ
元
治
一
五
年
八
月
榊
奈
川
奉
行
上
申
書
の
一
節
に
「
彼
方
望

に
ま
か
せ
議
卵
御
波
相
成
候
方
、
生
糸
輸
出
高
相
減
候
一
と
康

に
も
可
相
成
」
と
し
若
し
外
岡
へ
持
越
し
飼
養
し
十
分
の
産
出

を
見
る
に
至
ら
ぼ
『
却
て
彼
方
上
り
持
渡
り
御
岡
地
へ
不
足
を

補
侠
儀
に
も
可
有
之
、
此
方
物
産
之
差
響
に
も
不
相
成
、
容
易

御に
閥 11¥
従来
之 い
ー た
厳し
に 侯
布口

口口

之 を
，~ J止

と

託統
い方
て之
ゐ望
る'"み
。に

):).I!i!': 

上じ
v 候
説得
l土 ff
f京
料，&IJ

を
輸
出
し
て
加
工
品
の
輸
出
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
而
も
之
主
以

τ国
経
左
り
と
考
ふ
る
に
至
つ
て
は
、
営
時

の
貿
易
に
謝
す
る
現
舎
の
如
何
に
不
十
分
在
り
し
か
を
察
ナ
る

に
足
る
の
而
も
か
L
る
思
想
は
寅
は
外
人
の
以
て
莱
中
べ
し
と

す
る
所
で
あ
っ
た
。
た
と
へ
ぽ
慶
隠
元
年
プ
ロ
シ
ア
商
人
ト
1

レ
作
と
我
鹿
島
屋
と
の
資
卵
費
国
民
連
約
一
件
に
闘
し
三
月
二
十

三
日
横
演
運
上
所
に
於
て
外
園
奉
行
と
字
国
領
事
と
品
目
談
ぜ
る

際
、
領
事
よ
り
「
咋
年
間
洋
に
て
は
議
卵
腐
敗
致
し
候
問
、
御

， 、

置
卵
斡
聞
に
劃
ず
る
思
想

閣
よ
り
輪
開
之
種
を
以
養
諸
方
行
居
候
へ
者
、
引
綿
輸
出
も
減

少
致
し
却
で
御
岡
の
御
矯
忙
可
有
之
一
』
と
い
へ
る
如
き
と
れ
で

あ
る
。(

同
一
)
税
牧
入
増
加
設

更
に
ま
た
由
民
感
元
年
六
月
の
神
奈

川
奉
行
の
意
見
書
に
『
輸
出
高
相
寓
候
得
ぽ
随
而
税
銀
取
立
方

3
 

相
増
し
御
袋
不
少
と
未
存
候
』
と
あ
り
、
か
ι‘A

る
鮪
か
ら
も
誌

種
の
輪
出
を
是
認
せ
ん
と
し
た
も
の
i
A

如
〈
で
あ
る
。

四

紫
卵
紙
の
輸
出
に
劃
す
る
消
極
及
積
叡
白
論
協
は
右
の
如
く

で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
必
中
し
も
常
に
-
貫
し
た
態
度
を
以
て

論
ぜ
ら
れ
た
所
で
は
友
い
が
、

彼
我
の
針
詔
書

窓
見
上
申

書
、
評
議
書
等
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
勘
定
奉
行
、
外
悶
奉
行

榊
奈
川
奉
行
等
の
態
度
及
意
見
に
つ
い
て
は
、
大
関
モ
の
傾
向

を
察
し
得
る
如
〈
で
あ
る
。
削
ち
勘
定
奉
行
の
意
見
に
は
、
封

外
関
係
に
つ
い
て
白
認
識
が
必
や
し
も
十
分
友
ら
ぎ
る
如
く
考

へ
ら
る
L
筒
が
た
い
わ
け
で
は
た
く
、
そ
の
論
が
や
L
A

偏
せ
る

同
が
あ
る
。
之
に
反
し
て
外
岡
奉
行
の
意
見
は
保
約
の
丈
一
自
に

こ
だ
は
れ
る
戚
U

が
あ
り
、

而
も
封
外
態
度
は
町
内
J
h
軟
弱
で
あ

第
五
十
一
審

九
五
五

事
六
抗

誼卵自由賓買一件
誼叩肱費制規件
勃内トーレル我商鹿島屋に係る霊童相賓買蓮約一件
鑑卵自由買買一件

lO) 
u) 
12) 

13) 



日
浦
支
経
博
建
設
要
綱
に
卦
け
る
産
業
分
野
町
決
定
に
つ
い
て

り
外
閣
か
ら
苦
情
主
持
ち
込
ま
れ
ざ
る
や
う
百
方
意
を
配
っ
て

ゐ
る
加
古
感
が
あ
る
。
紳
安
川
奉
行
の
意
見
及
態
皮
は
上
蓮
の

雨
者
白
中
間
に
あ
り
、
現
地
に
於
け
る
封
外
交
渉
の
住
に
常
れ

る
者
'
と
し
て
、
よ
く
事
情
に
謝
隠
せ
る
考
を
持
っ
て
ゐ
る
如
〈

考
へ
ら
る

L
舗
が
少
く
な
い
と
思
ム
。
勿
論
か
ah

る
評
言
は
個

々
。
揚
合
に
於
て
は
首
蹴
ら
ざ
る
場
合
も
あ
る
が
、
少
〈
3

と
も

本
問
題
に
閲
す
る
大
慌
の
傾
向
と
し
て
は
以
上
の
如
き
と
と
が

ν、
そ v.
，'t得
(;主る

兎の
もで
角は
も・及
、ν、

上λ 古〉

t '" dコ恩
意ム
見。

に
よ
っ
て

雨

時
我
岡
dコ

有
司
が
外
岡
貿
易
の
本
質
を
如
何
に
迎
合
し
て
ゐ
た
か
を
知
り

得
る
次
第
で

b
っ
て
、
開
園
直
後
の
欣
態
と
し
て
は
己
む
房
一
得

ぎ
る
所
で
あ
る
が
、
理
舎
の
程
度
の
低
〈
か
っ
た
と
と
は
一
躍

之
を
認
め
な
け
れ
ば
左
ら
ね
と
思
ム
。

， 、


